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の二株目を倉田先生がみつ

けられた。

インノオクマワラビはオ

オベニシダ×オクマワラビ

と考えられる雑種で，前者

と異なり，葉柄，中軸とも

鱗片を密生させ， 羽軸には

袋状鱗片がない。後者と異

なると乙ろは，鱗片の辺縁

部が淡色で， 辺には突起が

なく，三回羽状中裂すると

とである。 なお， ちょっと

自にはメズラシクマワラピ

に似るととろもあるが，鱗

片が全縁であり，小羽片の

先がとがることにより区別

できる。

最後に， 日頃温かい御指

導をいただいている倉田悟

教授をはじめ東京大学農学

部森林槌物学教室のみな様

IC深く御礼申上げます。 ま

た， 御案内いただいた御殿

場在住の植物研究家，湯山

五策氏IC感謝いたします。
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